
　
七
月
二
十
日
を
過
ぎ
て
、
日
本

列
島
は
各
地
で
三
十
六
℃
、
三
十

七
℃
の
気
温
を
記
録
し
た
。
誰
も

が
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
と

実
感
し
た
と
思
う
。
少
な
く
と
も
、

私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
は
、
真
夏
で
も
こ
れ
ほ

ど
に
気
温
が
上
が
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ

た
▼
七
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
北
海
道
の
洞
爺

湖
で
主
要
国
首
脳

会
議
、
い
わ
ゆ
る

サ
ミ
ッ
ト
が
開
か

れ
た
。
最
も
大
き

な
テ
ー
マ
は
地
球

温
暖
化
の
問
題
。
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
最
大
の
収
穫
は
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
合
意
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
ま

で
、
温
暖
化
対
策
の
強
化
は
経
済
成
長
に
悪
影

響
を
与
え
る
の
で
社
会
構
造
の
変
革
な
し
に
、

技
術
開
発
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
れ

ば
よ
い
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
は
社
会
構
造
を
変
革
し
て
低
炭
素
社

会
へ
の
移
行
を
早
急
に
実
施
す
べ
き
だ
と
の
立

場
だ
っ
た
▼
今
回
八
カ
国
主
要
国
の
首
脳
の
議

論
の
成
果
と
し
て
、
首
脳
文
書
が
と
り
ま
と
め

ら
れ
た
。
中
心
部
分
は
「
二
〇
五
〇
年
ま
で
に

世
界
全
体
の
二
酸
化
炭
素
排
出
の
五
〇
％
削
減

を
達
成
す
る
」
と
い
う
目
標
を
立
て
た
こ
と
だ
。

こ
れ
は
大
変
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
こ
の
目
標

に
向
か
っ
て
、
こ
れ
か
ら
各
国
が
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
は
も
ち
ろ
ん
議
長
国
と

し
て
、
こ
の
文
書

の
内
容
ど
お
り
先

頭
切
っ
て
努
力
す

る
義
務
が
あ
る
。

私
た
ち
も
こ
の
こ

と
を
受
け
止
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
低

炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
▼
地
球
温
暖
化
は
す
で
に
起
こ
っ
て
き
て
お

り
、
日
本
の
国
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
問

題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
十
分
に
認
識
し
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
で
も
で
き
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
と
頭
の
中
に
た
た
き

込
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
衆
議
院
議
員
　
平
口
　
洋
）

　
当
会
の
地
域
活
動
支
援
基

金
運
用
委
員
会
は
、
六
月
二

十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回

委
員
会
で
「
平
成
二
十
年
度

環
境
と
健
康
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
助
成
事
業
」
に
係
る

応
募
分
の
審
査
を
行
い
、
次

の
十
三
公
衛
協
が
実
施
す
る

事
業
に
対
し
て
助
成
（
総
額

百
七
十
万
円
）
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

【
発
展
型
部
門
】
助
成
額
＝
五

十
万
円

　『
北
広
島
町
み
ん
な
で
取
り

組
む
脱
温
暖
化
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
』（
北
広

島
町
公
衛
協
）

【
導
入
型
部
門
】

助
成
額
＝
一
律

十
万
円

　『
美
し
い
景
観

の
里
山
づ
く
り

十
年
計
画
』（
呉

市
第
六
地
区
公

衛
協
）、『
と
ら

た
ん
畑
と
健
康

づ
く
り
料
理
教
室
』

（
三
次
市
和
田
地

区
公
衛
協
）、『
坪

生
学
区
脱
温
暖

化
対
策
環
境
家
計
簿
調
査
及

び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
』（
福
山
市

坪
生
学
区
公
衛
協
）、『
約
一

年
間
環
境
家
計
簿
の
記
録
』（
福

山
市
御
野
学
区
公
衛
協
）、『
地

場
産
物
の
野
菜
パ
ワ
ー
で
布

野
に
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
よ
う
』（
三
次
市
布
野
地
区

公
衛
協
）、『
家
庭
で
省
エ
ネ

ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
・
ジ
ャ

ン
プ
』（
福
山
市
千
年
学
区
公

衛
協
）、『
眺
洋
山
、
東
城
山

か
ら
ゴ
ミ
が
消
え
た
デ
ー
』（
福

山
市
常
石
学
区
公
衛
協
）、『
子

ど
も
に
よ
る
野
菜
づ
く
り
と

食
育
』（
福
山
市
千
田
学
区
公

衛
協
）、『
蓮
池
川
（
芦
田
川

水
系
）
整
備
・
清
掃
活
動
』（
福

山
市
西
深
津
学
区
公
衛
協
）、『
ほ

た
る
祭
り
』（
三
次
市
田
幸
地

区
公
衛
協
）、『
農
業
体
験
』（
府

中
町
東
小
学
校
区
公
衛
協
）、『
環

境
ポ
ス
タ
ー
活
用
事
業
』（
庄

原
市
公
衛
協
）

　
な
お
、
採
択
さ
れ
た
公
衛

協
は
、
来
年
二
月
末
日
ま
で

に
活
動
を
完
了
し
、
報
告
書

を
当
会
へ
提
出
す
る
。

　
地
域
活
動
支
援
基
金
運
用

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
報

告
を
事
例
集
に
ま
と
め
、
全

県
の
市
町
公
衛
協
に
配
布
す

る
ほ
か
、
研
修
会
や
会
議
の

資
料
な
ど
と
し
て
活
用
す
る

予
定
で
あ
る
。

 

第
四
十
七
回
環
境
保
健
夏
季

大
学
（
合
同
研
修
）
が
七
月
十
、

十
一
日
の
二
日
間
、
呉
市
安
浦

町
の
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
せ
と
う

ち
」
で
開
催
さ
れ
、
公

衛
協
役
員
や
事
務
担
当

者
ら
約
二
百
人
が
参
集

し
た
。
参
加
者
は
、
活

動
発
表
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
（
図
説
）、
分
科
会
を
通
し

て
市
町
の
垣
根
を
越
え
て
情
報

交
換
や
体
験
交
流
を
行
い
な
が

ら
学
び
あ
っ
た
。

　
一
日
目
は
、「
公
衛
協
活
動

の
み
ど
こ
ろ
紹
介
」
と
題
し
て
、

各
市
町
公
衛
協
の
代
表
者
が
登

壇
し
、
日
頃
の
活
動
の
中
か
ら

目
玉
的
な
取
り
組
み
を
中
心
に

発
表
し
た
。

 

そ
の
後
行
わ
れ
た
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
夏
季
大
学

に
あ
わ
せ
て
各
公
衛
協
で
作
成

し
た
活
動
パ
ネ
ル
が
会
場
に
展

示
さ
れ
、
参
加
者
は
自
由
に
見

学
し
、
解
説
者
に
具
体
的
な
内

容
や
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
聞
く
な

ど
し
て
交
流
し
た
。

　
ま
た
、
夜
の
自
由
集
会
で
は
、

「
公
衛
協
活
動
グ
ッ
ズ
の
紹
介
」

「
温
暖
化
の
最
新
映
像
ア
ラ
カ

ル
ト
」「
広
島
県
の
生
き
物
紹
介
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
当
会
か

ら
公
衛
協
活
動
で
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
情
報
を
提
供
し
た
。

　
二
日
目
は
、
分
科
会
を
実
施

し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
食
と
農

か
ら
取
り
組
む
脱
温
暖
化
」「
生

き
物
か
ら
取
り
組
む
脱
温
暖
化
」

「
子
ど
も
と
取
り
組
む
脱
温
暖
化
」

「
地
域
の
脱
温
暖
化
力
・
人
財

発
掘
」
の
四
つ
で
、
ど
れ
も
『
脱

温
暖
化
』
を
切
り
口
と
し
た
活

動
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
な
ど
を
行

っ
た
。

　
全
体
会
で
は
、
分
科
会
を
受

け
て
、
参
加
者
が
ま
と
め
た
活

動
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
つ
い
て
共

有
し
た
。

　
最
後
に
、
広
島
県
健
康
福
祉

局
長
の
迫
井
正
深
（
さ
こ
い
ま

さ
み
）
氏
に
よ
る
講
演
「
ひ
ろ

し
ま
健
民
を
増
や
そ
う
！
〜
健

康
づ
く
り
県
民
運
動
の
推
進
」（
講

演
要
旨
は
二
面
）
で
は
、
健
康

ひ
ろ
し
ま
21
や
、
今
年
三
月

に
策
定
さ
れ
た
県
食
育
推
進
計

画
の
紹
介
を
も
と
に
、
県
民
が

主
体
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
活

動
の
必
要
性
が
語
ら
れ
た
。

　
修
了
式
で
は
、
二
日
間
を
通

し
て
研
修
を
受
け
た
参
加
者
へ

修
了
証
が
授
与
さ
れ
、
夏
季
大

学
の
全
日
程
の
幕
を
閉
じ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
市
町
公
衛

協
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
の
あ
る
発

表
が
良
か
っ
た
」「
気
に
な
る

活
動
に
つ
い
て
直
接
質
問
が
で

き
、
参
考
に
な
っ
た
」「
帰
っ

て
実
践
で
き
る
活
動
メ
ニ
ュ
ー

が
で
き
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
た
。


